
国
土
交
通
省
で
は
、
熊
本
地

震
に
よ
る
大
規
模
な
斜
面
崩
壊

で
、
通
行
不
能
と
な
っ
て
い
る

熊
本
県
南
阿
蘇
村
の
国
道
３
２

５
号
阿
蘇
大
橋
に
つ
い
て
は
、

国
が
直
轄
事
業
と
し
て
災
害
復

旧
事
業
を
進
め
、
現
位
置
か
ら

約
６
０
０
ｍ
下
流
側
に
架
け
替

え
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
た
。

今
回
、
橋
の
構
造
に
つ
い

て
、
専
門
家
の
意
見
を
踏
ま

え
、
最
も
早
く
施
工
が
出
来
、

安
全
性
の
高
い
阿
蘇
長
陽
大
橋

と
同
じ
形
式
の
Ｐ
Ｃ
３
径
間
連

続
ラ
ー
メ
ン
箱
桁
橋
（
略
称：

Ｐ
Ｃ
ラ
ー
メ
ン
橋
）
に
決
定
し

た
。

【
概
要
】

路
線
名：

国
道
３
２
５
号
阿
蘇

大
橋

場
所：

熊
本
県
阿
蘇
郡
南
阿
蘇

村
立
野
～
河
陽

橋
梁
形
式：

Ｐ
Ｃ
３
径
間
連
続

ラ
ー
メ
ン
箱
桁
橋

鰺
ヶ
沢
町
大
字
北
浮
田
町
字
平

野
２
３
４
番
１
～
西
津
軽
郡
鰺

ヶ
沢
町
大
字
舞
戸
町
字
鳴
戸
３

８
４
番
６
／
追
加
延
長
３
・
４

㎞▽
一
般
国
道
４
８
３
号
（
北
近

畿
豊
岡
自
動
車
道
）
／
兵
庫
県

豊
岡
市
戸
牧
字
畑
ケ
中
１
８
３

０
番
２
～
豊
岡
市
上
佐
野
字
長

尾
谷
４
１
５
番
２
／
追
加
延
長

２
・
０
㎞

で
あ
り
、
こ
の
ほ
か
、
規
定
の

整
理
を
行
う
と
し
て
い
る
。

一
般
国
道
の
一
部
区
間
の
開

通
等
に
伴
い
、
国
が
管
理
す
る

国
道
の
区
間
（
指
定
区
間
）
を

変
更
す
る
「
一
般
国
道
の
指
定

区
間
を
指
定
す
る
政
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
」
が
、
平
成

28
年
７
月
26
日
に
、
閣
議
決
定

し
、
平
成
28
年
７
月
30
日
に
施

行
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
一
般
国
道
の
維

持
、
修
繕
、
災
害
復
旧
そ
の
他

の
管
理
を
効
率
的
に
実
施
す
る

た
め
、
一
般
国
道
の
指
定
区
間

を
指
定
す
る
政
令
を
改
正
し
、

一
般
国
道
の
指
定
区
間
を
追
加

し
て
指
定
す
る
等
の
必
要
が
あ

る
た
め
で
あ
る
。

新
た
に
追
加
さ
れ
た
し
て
区

間
は
、

▽
一
般
国
道
１
０
１
号
（
鰺
ヶ

沢
道
路
）
／
青
森
県
西
津
軽
郡

革
、
人
材
育
成
の
一
体
改
革
に

取
り
組
む
。
ま
た
、
改
革
工
程

表
に
沿
っ
た
社
会
保
障
改
革
等

の
構
造
改
革
を
加
速
化
す
る
と

と
も
に
、
未
来
へ
の
投
資
の
加

速
を
目
的
と
す
る
総
合
的
か
つ

大
胆
な
経
済
対
策
を
講
ず
る
こ

と
と
し
た
。

本
経
済
対
策
は
、
当
面
の
需

要
喚
起
に
と
ど
ま
ら
ず
、
民
需

主
導
の
持
続
的
な
経
済
成
長
と

一
億
総
活
躍
社
会
の
着
実
な
実

現
に
つ
な
が
る
施
策
を
中
心
と

す
る
。

筋
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
内
需
を
下
支
え
す
る
と
と

も
に
、
高
齢
化
社
会
を
乗
り
越

え
る
た
め
潜
在
成
長
力
を
向
上

さ
せ
る
構
造
改
革
を
進
め
る
。

先
般
の
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト

で
は
、
Ｇ
７
が
強
い
危
機
感
を

共
有
し
、
世
界
経
済
の
リ
ス
ク

に
立
ち
向
か
う
た
め
、
あ
ら
ゆ

る
政
策
を
総
動
員
し
て
い
く
こ

と
で
合
意
し
た
。
こ
の
合
意
を

取
り
ま
と
め
た
議
長
国
と
し

て
、
Ｇ
７
首
脳
宣
言
を
踏
ま

え
、
日
本
銀
行
と
も
連
携
し
つ

つ
、
金
融
政
策
、
財
政
政
策
、

構
造
改
革
を
総
動
員
し
て
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
を
一
層
加
速
す
る
。

こ
の
た
め
、
産
業
構
造
改

革
、
働
き
方
や
労
働
市
場
の
改

は
力
強
さ
を
欠
い
た
状
況
に
あ

る
。
ま
た
、
新
興
国
経
済
に
陰

り
が
見
え
、
英
国
国
民
投
票
に

お
け
る
Ｅ
Ｕ
離
脱
の
選
択
等
、

世
界
経
済
の
需
要
の
低
迷
、
成

長
の
減
速
の
リ
ス
ク
が
懸
念
さ

れ
る
。

雇
用
・
所
得
環
境
も
大
き
く

改
善
す
る
な
ど
、
確
実
に
成
果

が
生
ま
れ
て
い
る
も
の
の
、
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
道
半
ば
で
あ

る
。
長
年
続
い
た
デ
フ
レ
か
ら

完
全
に
脱
却
し
、
中
長
期
的

に
、
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
２
％

程
度
、
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
３

％
程
度
を
上
回
る
経
済
成
長
の

実
現
を
目
指
す
た
め
に
は
、
脱

出
速
度
を
最
大
限
に
上
げ
て
、

し
っ
か
り
と
成
長
し
て
い
く
道

政
府
は
８
月
２
日
に
、
事
業

規
模
28
兆
円
を
超
え
る
「
未
来

へ
の
投
資
を
実
現
す
る
経
済
対

策
」
を
閣
議
決
定
し
た
。

こ
の
経
済
対
策
で
は
、
①
一

億
総
活
躍
社
会
の
実
現
の
加

速
、
②
21
世
紀
型
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
、
③
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
に

伴
う
不
安
定
性
な
ど
の
リ
ス
ク

へ
の
対
応
並
び
に
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
及
び
地
方
の
支

援
、
④
熊
本
地
震
や
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復
興
や
安
全
・
安

心
、
防
災
対
応
の
強
化
に
重
点

を
お
く
と
し
て
い
る
。
そ
の

際
、
平
成
32
年
度
（
２
０
２
０

年
度
）
の
財
政
健
全
化
目
標
は

堅
持
す
る
と
も
し
て
い
る
。

ま
た
、
経
済
対
策
の
柱
で
あ

る
21
世
紀
型
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

で
は
、
高
規
格
幹
線
道
路
等
の

広
域
的
な
高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
整
備
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０

の
利
用
者
に
対
す
る
高
速
道
路

料
金
の
大
口
・
多
頻
度
割
引
、

大
都
市
圏
環
状
道
路
等
の
物
流

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
、
渋
滞

対
策
等
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。

【
景
気
の
現
状
と
経
済
対
策
の

基
本
的
な
考
え
方
】

少
子
高
齢
化
や
潜
在
成
長
力

の
低
迷
と
い
っ
た
構
造
要
因
も

背
景
に
、
現
状
の
景
気
は
、
雇

用
・
所
得
環
境
は
改
善
す
る
一

方
で
、
個
人
消
費
や
民
間
投
資

の
目
安
を
踏
ま
え
措
置
す
る
。

◇
消
費
税
率
引
上
げ
と
併
せ
行

う
充
実
等
そ
の
他
社
会
保
障
・

税
一
体
改
革
と
一
体
的
な
経
費

に
つ
い
て
は
、
社
会
保
障
改
革

プ
ロ
グ
ラ
ム
法
28
条
に
規
定
す

る
消
費
税
・
地
方
消
費
税
の
収

入
及
び
社
会
保
障
の
給
付
の
重

点
化
・
制
度
の
効
率
化
の
動
向

等
を
踏
ま
え
、
予
算
編
成
過
程

で
検
討
す
る
。

『
平
成
29
年
度
予
算
の
概
算
要

求
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な
方

針
に
つ
い
て
』
の
骨
子(

抜
粋)

【
１
．
要
求
】

◇
地
方
交
付
税
交
付
金
等
に
つ

い
て
は
、
「
経
済
・
財
政
再
生

計
画
」
と
の
整
合
性
に
留
意
し

つ
つ
要
求
。

◇
義
務
的
経
費
に
つ
い
て
は
、

前
年
度
予
算
額
と
同
額
を
要

求
。
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に

必
要
な
経
費
の
減
な
ど
の
特
殊

要
因
に
つ
い
て
は
加
減
算
。
義

務
的
経
費
を
見
直
し
裁
量
的
経

費
で
要
求
す
る
場
合
は
、
後
述

の
要
望
基
礎
額
に
含
め
る
。
そ

の
上
で
、
聖
域
を
設
け
る
こ
と

な
く
抜
本
的
な
見
直
し
を
行

い
、
可
能
な
限
り
歳
出
の
抑
制

を
図
る
。

◇
そ
の
他
の
経
費
に
つ
い
て

は
、
前
年
度
予
算
額
の
１
０
０

分
の
90
（
「
要
望
基
礎
額
」
）

の
範
囲
内
で
要
求
。

◇
予
算
の
重
点
化
を
進
め
る
た

め
、
「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍

プ
ラ
ン
」
、
「
基
本
方
針
２
０

１
６
」
及
び
「
日
本
再
興
戦
略

２
０
１
６
」
（
平
成
28
年
６
月

２
日
閣
議
決
定
）
等
を
踏
ま
え

た
諸
課
題
に
つ
い
て
、
「
新
し

い
日
本
の
た
め
の
優
先
課
題
推

進
枠
」
を
設
け
、
各
省
は
上
記

要
望
基
礎
額
の
１
０
０
分
の
30

の
範
囲
内
で
要
望
。

【
２
．
予
算
編
成
過
程
に
お
け

る
検
討
事
項
】

◇
要
求
・
要
望
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
の
安
倍
内
閣
の
取
組
み

を
基
調
と
し
た
効
率
化
を
行

う
。
そ
の
上
で
、
「
新
し
い
日

本
の
た
め
の
優
先
課
題
推
進

枠
」
に
お
い
て
要
望
さ
れ
た
経

費
に
つ
い
て
は
、
「
安
倍
内
閣

の
こ
れ
ま
で
の
３
年
間
の
取
組

で
は
一
般
歳
出
の
実
質
的
な
増

加
が
１
・
６
兆
円
程
度
と
な
っ

て
い
る
こ
と
、
経
済
・
物
価
動

向
等
を
踏
ま
え
、
そ
の
基
調
を

平
成
30
年
度
ま
で
継
続
さ
せ
て

い
く
こ
と
と
す
る
。
」
と
の

「
経
済
・
財
政
再
生
計
画
」
に

お
け
る
国
の
一
般
歳
出
の
水
準

政
府
は
８
月
２
日
に
「
平
成
29
年
度
予
算
の
概
算
要
求
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な
方
針
に

つ
い
て
」
を
閣
議
了
解
し
た
。

平
成
29
年
度
予
算
は
、
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
１
６
」
を
踏
ま
え
、

引
き
続
き
、
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
１
５
」
で
示
さ
れ
た
「
経
済
・
財

政
再
生
計
画
」
の
枠
組
み
の
下
、
手
を
緩
め
る
こ
と
な
く
本
格
的
な
歳
出
改
革
に
取
り
組

む
。
歳
出
全
般
に
わ
た
り
、
平
成
25
年
度
予
算
か
ら
平
成
28
年
度
予
算
ま
で
の
安
倍
内
閣
の

歳
出
改
革
の
取
組
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
施
策
の
優
先
順
位
を
洗
い
直
し
、
無
駄
を
徹
底

し
て
排
除
し
つ
つ
、
予
算
の
中
身
を
大
胆
に
重
点
化
す
る
と
し
て
い
る
。

平成29年度予算の概算要求に当たっての基本的な方針について
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